
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成３０年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

星観緑地の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）

154,427㎡（河川占用区域35,389㎡含む）

主要施設

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

パークゴルフ場（９ホール）、自由広場（サッカーゴール）、野外ステージ、桜モール

株式会社　市川造園

平成27年4月1日～平成31年3月31日

名称

募集方法
公募

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位
施設数：1

公園維持管理業務、無料公園施設（パークゴルフ場、自由広場）

３　評価単位

実施状況

基本方針に則り、全
スタッフ、情報の共
有化と共通認識を持
ち、組織的かつ効率
的に維持管理業務、
自主事業を実行する
事により管理水準を
満たし、計画に沿っ
た管理運営を行っ
た。
市民との協働、仕様
の3倍もの清掃実
施、落葉、刈草など
の堆肥化に加え、当
緑地以外の区内で
発生する伐採木の
市民配布、照明灯の
LED化など環境負荷
の軽減の実績を挙
げた。

　星観緑地において、策定した以下の基本方針に基
づき良好な管理運営を行った。
①星観緑地を地域コミュニティ活動の拠点と位置づ
け、地域住民・利用者等との連携を積極的に行い、
施設の有効な活用と集いの場としての魅力を高め
る。
②造園や園芸技術の普及、及び花とみどりの情報
発信の拠点としての役割を担う。
③緑地が人の健康活動に果たす役割を十分に活か
し、自然とのふれあい・コミュニケーションの活性化に
より利用者の社会的な健康の向上を目指す。
④地域住民の参加や協働活動を促進し、誰もが安
心・安全・平等で透明性のある開かれた緑地の管理
運営を目指す。
⑤環境負荷の低減に配慮した地球に優しい管理運
営を行う。また、計画的・効率的な維持管理を行うこ
とで、最小の経費で最大の効果を挙げるよう運営の
効率化に努める。

施設数：1

1　業務の要求水準達成度

所管局の評価

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号） 手稲区土木部維持管理課（011-681-4011）

２　指定管理者

事業概要

目的

告示年月日

１　施設の概要

平成11年3月31日 面積

星観緑地 所在地 札幌市手稲区手稲星置３１７番地名称

公園種別 緩衝緑地

項　目

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

指定管理者
の自己評価

基本方針に基づき
管理がなされた。
管理水準十分満
たしており、適切に
取り組んでいたと
評価する。
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社長や本社のﾒﾝﾊﾞｰ
を加えての毎月のｽ
ﾀｯﾌﾐｰﾃｨﾝｸﾞや社員
研修の効果で、維持
管理や利用者対応
の平準化、利用者と
の親密性の向上に
加え、苦情が激減。
更に地域住民との
関係が良好化し、利
用者に星観緑地が
自分たちの場所との
意識の芽生えが感じ
られる。

・伐採木、剪定枝等の無料配布
・緑地内照明灯のＬＥＤ化を実施
・落葉の堆肥化を実施および無料配布
・自動車や機械等のアイドリングストップや環境に配
慮した走行を実施
・あき缶、ペットボトルなど、資源ゴミの分別を行い、
無料回収の業者に処分依頼している。
・極力グリーン購入ガイドラインに規定するグリーン
物品を使用

▼統括責任者、所長、副所長、清掃等委託業者ス
タッフの配置。広報、事務、会計などへの本社機能
の活用と、緊急時や気象などの状況に合わせたサ
ポートスタッフ及び協力会社、本社専門技能集団な
ど出張作業者の起動が、円滑に行われた。

▼研修計画に則りスタッフ研修とﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを実施
▼毎月のスタッフミーティング、毎日の朝礼時TBMの
実施
　上記により、施設・植物の状況把握、危険箇所、苦
情、要望などへの対応等々の情報共有をはかり、ス
タッフによる対応の違いをなくした。

伐採木などを年２回
無料配布する事でゴ
ミの削減、環境へ配
慮した取組をした
た。
緑地内の照明灯を
LED化と共に季節ご
との日の出、日の入
時間を考慮し、点灯
時間を調整して節電
に努めた。
落葉の無料配布や
堆肥化でゴミの削減
と、肥料として現場
での有効利用を実
現した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

毎月の研修や、利
用者への積極的な
声掛けにより、公
園の平等利用が
確保されていたと
強化する。

環境に配慮した活
動に積極的に取り
組んでいると評価
できる。

スタッフ同士の情
報共有を通して維
持管理の向上に
取り組むとともに、
利用者とコミュニ
ケーションをとるこ
とで利用者目線の
運営に努めること
ができていたと評
価する。

毎月、接遇研修を行
う事によりスタッフの
意識向上、スキル
アップする事で平等
な公園運営にあたっ
た。
利用者へ積極的に
挨拶を実行し、各ス
タッフが多くの利用
者と顔見知りとなり、
市民と指定管理者と
の距離感が縮小し、
不公平感などの生じ
にくい環境が実現出
来た。
市民、指定管理者両
者が気軽に話の出
来る雰囲気が醸成さ
れ、利用者からの要
望やクレームの発生
がほとんどない。

▼　平等利用確保の基本方針
①統括責任者は平等利用確保の責任者とし、スタッ
フの意識向上にあたる。
②年齢・性別・主義主張・思想信条・民族・障がい・社
会的地位等によって利用者に不平等・不公平感を抱
かせないようスタッフの教育を強化し、全体で問題意
識を共有し運営にあたる。
③市民誰もが平等に利用できるように、全施設をバ
リアフリー的な観点で再検討し、快適で利用しやすい
「ユニバーサルサービス」の意識に沿った公園運営
をめざす。
④利用者を尊重する誠実な対応により相互の理解を
推進し、助け合い、やさしく、心温まる公園を目指
す。
▼　平等利用の取組状況と実績
統括責任者を平等利用責任者とし、常にスタッフの
問題意識の把握とスタッフのサービス意識の向上、
施設面での不具合箇所の点検、利用者の要望等の
チェックをおこない、差別や偏った便宜の提供などの
ない平等な緑地運営に当たった。
犬の散歩利用者にマナーを意識して頂くため、挨拶
や声かけを実行し、お互いに顔見知りになることによ
る結果、快適な緑地づくりに協力して頂いている。
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札幌市と連絡・調整
を図りながら、組織
的かつ効率的に計
画通り管理運営を遂
行できた。

札幌市の監査には
誠実に対応し、指摘
事項は速やかに改
善を行った。
不祥事などは発生し
ていない。

▼　札幌市内の企業、就労支援を行うNPO団体に委
託し、所長を再委託事業者の指揮監督責任者とし、
現場での指示・立会履行確認及び受託者からの報
告書,写真等でも業務の完了を確認した。

協議・報告内容

第三者への委託業
務は市内の業者、
NPO団体の区内作
業所等に委託し、さ
さやかながら地域経
済や就労支援など
福祉の増進にも寄
与し、計画書通りに
実施出来た。

＜協議会メンバー＞

札幌市手稲区土木部維持管理課公園緑化係
札幌市手稲区土木部維持管理課事務係
株式会社 市川造園

▼　本社総務部員2名と統括責任者、所長（不在時
は副所長）4名体制で、現金の取り扱い、資金管理を
行っており、毎月会計事務所による監査を受けてい
る。
資金の管理については、指定管理会計と自主事業
会計を別口座で、現金の適正管理については金銭
取り扱い規定に基づき、いずれも問題なく執り行わ
れている。

第１回
3月12日（火）

安全に配慮し、適
切な対応をしてい
たと評価する。

札幌市内の業者を
活用していること
は評価できる。

協議内容は、今後
の維持管理や事
業運営の参考にし
ていただきたい。
今後とも、管理水
準向上のため継続
すること。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▼　1日の巡視を３回以上実施し迷惑行為、危険行
為を未然に防ぐ努力をした。また、大雨、強風等の場
合は巡視の回数を増やし、倒木や折れ枝等を早期
発見するように迅速な対応を行っている。
▼　清掃は、毎日実施し、特にトイレ清掃には「札幌
一きれいな公園トイレ」を目標として力を入れ、清潔
で快適な星観緑地を目指し努力した。
▼　冬期間以外閉鎖していた管理棟休憩所のトイレ
を開放しトイレットペーパーを備え、利便性を良くし
た。
▼　パークゴルフ場の施肥は１回あたりの散布量を
減らし散布回数を増やす事で芝生の質を向上させて
いる。
▼　パークゴルフ場の芝刈り回数や施肥の回数は管
理水準を上回って実施し、良好な芝生維持に努めて
いる。
▼　刈り草の目立つ所は回数に関係なく集草し処理
するように心掛けた。
▼　地元のボランティア「さくら守り隊」との協働によ
り、樹木(特に桜）の維持管理、苗づくり、苗木の植栽
などを年間を通じて行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・維持管理業務の実施報告
・自主事業の実施報告
・市民から意見（要望）提案

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

巡回回数を多くする
事で迷惑行為、危険
行為、火器使用を早
期発見し、中止要
請、注意、指導を行
う事により快適で安
全な緑地利用が出
来る環境を心掛け
た。
また、利用者に不快
感を与え無いように
清掃を毎日する事で
緑地の美化に努め
快適性の維持向上
ができた。
地域住民との協働
による桜などの管理
により、経費の削減
と、住民の「星観緑
地愛」が醸成されつ
つある。

引き続き適切な管
理に努めること。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　要望・苦情対応

苦情ゼロを達成。
建設的な要望や意
見などは、朝礼、ス
タッフミーティング等
による情報共有がお
こなわれ緊急性を要
する件や容易な案
件については迅速に
対応出来た。

記録・帳簿等は適正
に整備、保管してい
る。
利用者アンケート調
査からの意見、要望
等をスタッフミーティ
ングの議題として検
討し管理運営のレベ
ル向上に寄与した。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼　要望・苦情対応についてはマニュアルを作成し、
職員に周知している。
▼　苦情に関しては「苦情処理報告書」に記録保管し
ている。
▼　朝礼やスタッフミーティング等でスタッフ全員が情
報を共有し、運営の改善につなげている。
▼　現場での対応・解決が困難なものに関しては、
本部にて対策を検討し、必要に応じて札幌市と協議
して関係機関と連携しながら対応している。

▼　施設で働く職員に対し、最低賃金を上回る時給
を支給した。
▼　施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働
及び深夜業をさせた場合、それぞれ法定割合以上
の割増賃金を支払った。
▼　施設で働く職員は、1週40時間、1日8時間を基本
とした。
▼　施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働さ
せる場合は、書面による労使協定（36協定）により必
要な定めをし、労働基準監督署に届け出た。
▼　全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働
者を雇用保険に加入させた。
▼　労働者の勤務形態等に応じて年金保険、医療保
険に適切に加入させた。また、必要に応じて適切に
届け出等を行った。
▼　1年に1回定期健康診断を実施した。
▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。
▼　職員個々が市民サービスの向上、管理経費の
縮減に意欲をもって取り組めるよう労働環境を整え
た。
▼　第三者委託により実施している業務について、
受託者に当該業務従事者の雇用形態や労働環境の
確認とこれらの情報提供を求めた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

法令を遵守し、所定
休日出勤手当の法
定率を上回る割増
や　最低賃金を上回
る賃金の支給と、本
来支給予定の無い
決算手当の支給な
ど、給与面での厚遇
化で、作業員等のモ
チベーションアップを
図ることで、日々の
管理業務の効率アッ
プや利用者対応の
質の向上に間接的
につながっている。

▼　維持管理業務に関する記録・帳簿等は、㈱市川
造園と星観緑地管理事務所に整備、保管している。
▼　休憩所に常設してあるアンケートBOXや自主事
業（イベント）参加者へのアンケート調査で利用者の
満足度、意見・要望等を収集し、分析結果を年度報
告書にて札幌市に報告した。また、利用者からの意
見要望及びアンケート分析結果を休憩所にて公開し
た。
▼　統括本部で課題の解決と改善策を検討。
▼　朝礼や月１回のスタッフミーティング等で、全ス
タッフが情報を共有し業務改善に反映させている。
▼　維持管理業務、自主事業等の報告書は滞りなく
提出している。
▼　札幌市からの検査、確認、要望等には適切に対
応している
▼　前年度、指定管理者が自己評価した内容や札
幌市の業務評価の結果を休憩所に掲示した。

マニュアル作成や
日々の対応の結
果、苦情が確実に
減っていることに
関して評価する。
今後もしっかり情
報共有をし、迅速
な対応を心掛けて
ほしい。

適正に取り組んで
いた。今後も利用
者の意見に耳を傾
け、要望には適切
に対応していただ
きたい。

法令を遵守し、管
理業務の効率を考
え、適切に取り組
んでいたと評価す
る。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者のための利
便性を考え、計画
以上の維持管理
業務を行うことが
できていた。施設
及び設備の維持
管理は適正に行
われていた。

▼　札幌市公共建築物シックハウス対策指針に則
り、清掃作業は揮発性有機化合物等を含むワック
ス、芳香剤・消臭剤等の薬剤や日用品は使用しな
い。
▼　清掃・草刈作業等は計画回数以上に実施。
▼　緑地内から発生したゴミは分別収集して処分し、
落葉は堆肥化、枝・伐採木は無料配布をして、ゴミの
経費削減に努めている。
▼　管理事務所の警備は第三者委託の警備会社に
より仕様書通りに実施されている。
▼　遊具施設は第三者委託により春と夏の２回点検
を実施し、破損箇所が発見され次第、修繕又は交換
を行っている。
▼　札幌市から貸与された備品は定期点検及び整
備を行い、不具合の生じた備品は速やかに修理を
行っている。
▼　星流橋は冬期間も利用頻度多いため定期的に
除雪作業を実施している。
▼　冬期間の施設保全のため四阿の雪下しを12月
から3月の期間、月に１～2回実施している。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　利用者の安全確保については、朝礼等で各業務
を実施する際、安全意識を高め周知徹底することに
より確保している。
▼　1日3回の巡回を実施し、都市公園法及び札幌市
都市公園条例等に禁止されている行為が行われて
いる場合には適切な注意、指導を行うことで利用者
の安全を確保している。
▼　巡回時に発見された問題点等は日報、チエック
シートに記載し早期改善に努めた。
▼　利用者の利用動向を把握し、利用者が集中する
土・日・祝日及びイベント開催日等は状況に応じた作
業計画を策定する等の配慮をしている。
▼　管理事務所に応急手当に必要な救急箱やＡＥＤ
を常設している。
▼　拾得物取扱いについては記録簿に明記し、持ち
主が不明の場合は所轄の警察署に届け出を行って
いる。
▼　業務時間中は管理事務所不在時でも連絡が取
れるように電話は転送する事で対応している。
▼　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入し、
自主事業等のイベントにも必要に応じて保険に加入
している。

1日3回の巡回を行う
事により緑地内の危
険な状態の把握と対
処、危険行為、迷惑
行為を未然防止事
が的確に行うことが
できた。
草刈作業は利用者
を第一に考え、無理
な作業を行う事無く
状況に応じた作業の
進行を計り、利用者
には、快適に緑地を
利用して頂けた。

清掃・草刈作業は計
画回数以上に実行
する事が出来た。
落葉の堆肥化、枝・
伐採木の無料配布
等の取組みを行い
経費の削減が出来
た。
仕様書にうたわれて
いない、星流橋の除
雪や、四阿の雪下し
（1～2回/月）を行
い、市民の利便性の
確保と施設保全につ
とめている。

安全確保を適切に
行い、利用者を第
一に考えて維持管
理作業を行ってい
たことについて評
価する。今後も安
全に配慮した維持
管理を行うこと。

5
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　市民活動及び交流の支援業務

急な災害時にも臨
機応変に対応する
ことで、二次災害
を起こすことなく、
適切に対応してい
たと評価する。

教育機関やボラン
ティア団体と連携
し、積極的に公園
を学習や市民活動
の場として活用し
たことを評価する。

▽　近隣教育施設と連携及び交流の支援業務

児童会館に雪まつり
時期にボランティア
活動のひとつとし
て、雪像づくりを行
い、子供たちに喜ん
で頂いている。

9月に地震や台風等
の災害があったが札
幌市と連携を取り合
いながら一時的に駐
車場を閉鎖したり、
緑地内の通行を遠
慮してもらうなどの
処置を取った事で二
次災害を起こさず対
処することができ
た。
台風による倒木処理
等も作業員、燃料等
不足の中、復旧準備
の早期着手等が奏
功し順調に復旧する
事ができた。

各ボランティア団体
とも精力的に活動を
行い樹木の維持管
理、緑地内の飾花等
に援助して頂いてい
る。
夏祭りは地域の子
供たちに大変楽しみ
にして頂いているイ
ベントです。

▼　「さくら守り隊」
　　星観緑地の桜を守り育てるボランティア「さくら守
り隊」との協働による維持管理。剪定・伐採・育苗・植
栽等の指導支援。
▼　「タチアオイの会」
　　公園のシンボル花タチアオイを育てるボランティ
アとの協働事業。タチアオイの育苗、植栽、除草、
パークゴルフ場の飾花の支援。
▼　「ほしみ緑地夏まつり」
　　子供たちや地域住民の交流の場として提供。

▼　星置児童会館で雪像の製作を行い、冬期間の
遊びと交流の場を子供たちに提供。

▼　予防、未然防止の対応策として日常の巡回パト
ロールにおいて、園内の設置物や樹木等の危険箇
所、破損箇所、異常箇所を早期発見して処置を施し
た。また、台風等の異常気象時及び地震災害時には
巡視の回数を増やし札幌市と連絡を取り合って、迅
速に対応ができるように準備している。
▼　発生時における初期対応
災害時対策マニュアルや災害時連絡表を作成し迅
速に対応できるようにした。
▼　防災計画を策定するとともに、11月に手稲消防
署職員による防災についての説明とＡＥＤ講習会を
実施した。
▼　管理事務所にＡＥＤを設置している。

▽　高等支援学校の学習機会提供業務

▽　防災

▼　札幌稲穂高等支援学校による緑地内清掃作業
等の体験実習を受入れた。
▼　小樽高等支援学校による緑地内清掃作業等の
体験実習を受入れた。

（4）事業の計
画・実施業務

高等支援学校の生
徒たちに集草、落葉
清掃、枝拾い等の作
業実習の場を提供
し、支援学校や生徒
からは充実した実習
になったと感謝され
た。

6
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毎年、利用者から好
評を頂いている。
星観緑地だけではな
く、手稲区内から出
た伐採木等を無料
配布する事で投棄
料などの経費削減
にも協力出来てい
る。

園芸店や園芸教室
など行う事により「花
の発信基地」として
の役割を果たす事
が出来た。自然散策
会は星観緑地の植
物の多さが確認で
き、参加者から好評
を得ている。

星観緑地を色々な
利用方法を提案、特
に星の観望会は、
すっかり人気のイベ
ントになるなど、利用
の促進につながって
いる。

飼い犬と遊びながら
飼い主の方から躾な
どの悩み相談や散
歩のマナーなどを学
んで貰頂いた。結果
として、参加者から、
他の犬好きの緑地
利用者に広がり、放
置排泄物等が激減
し、散歩などのマ
ナーも向上してい
る。

▽　園芸に関する相談や学習機会の提供業務

▼　園芸店の出店にて園芸に関する相談を随時受
付。
▼　夏と秋に自然散策会を開催。
▼　種まき講習会やハンギングバスケットづくり等の
「園芸教室」を実施

▽　マナーに関する相談や学習機会の提供業務

▼　「わんちゃんと遊ぼう＆お散歩マナー教室」
ドックトレーナーの指導のもとマナー啓発に向けた取
組を実施

▽　公園利用促進事業

▽　環境保全意識に関する有効資源の提供業務

▼　秋に「剪定枝・伐採木の無料配布」を2回実施し
て枝や幹の有効利用、ゴミの削減を行っている。

▼　「バーベキューコーナー」の開設
お花見シーズン限定で5月の土日のみ桜の花見をし
ながら食事をして頂くバーベキューセットを貸出。
▼　「ほしみナイト」
夏と秋に青少年科学館より移動天文台車を呼び、星
の観望会を行う事で星のキレイな場所「星観緑地」を
認識してもらうこと、夜の公園利用を促進。

▼市民参加によるゴーヤの日（5/8）に播種したゴー
ヤ等で緑のカーテンづくりに取り組み、収穫したゴー
ヤなどを配布している。

7
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

今後も利用促進の
ため、緑地内の景
観を損なうことの
ないよう、しっかり
と維持管理に努め
ること。

ホームページの更
新等を適宜実施
し、最新の情報を
市民に提供するよ
う努めていたと評
価する。

自主事業の内容も
多岐に渡り、市民
サービス、施設活
用、利用促進、利
用マナーの向上に
積極的に取り組ん
でいる。市民と連
携をとれている点
も評価ができる。
今後もより多くの
参加者獲得に向け
て、より効果的な
周知方法を検討し
ていただきたい。

星観緑地の自然を
利用した学校行事
が多くおこなわれる
ようになった。その
他にアマチュアカメ
ラマンによる写真撮
影も毎年行われるよ
うになった。これから
も景観を損なわない
ように、毎日の清掃
を実施し、特にトイレ
等はいつも清潔にす
るように心掛ける。

１

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　不承認０件、取り消し０件、減免2件、還付０件

▽　利用促進の取組

５

8

（5）施設利用
に関する業
務 H28実績 H29実績

7

・「ほしみ花市」は最
も人気の事業であ
る。
お客さまに園芸相談
など気軽に聞けるよ
うスタッフ一同心掛
ける事が出来たと思
う。
「さくら守り隊」の隊
員の方々には意欲
的に取り組んで頂
き、樹木管理の援助
となっている。その
他、緑地内の気付い
た点などもその都度
知らせて頂くなどの
協力もあり、市民と
の良好な協働が進
んでいる。

ホームページの更新
や町内会、まちづく
りセンター、小学校、
児童会館などの協
力を得て幅広く広報
活動をするとが出来
た。特に桜の開花時
期には問合せが多
く、年々多くの方々
に関心を持って頂い
ている。

学校行事

その他

▼　自主事業である園芸店の開店時に発行する新
聞折込広告に年間のイベントガイド等を掲載。
▼　ホームページ、広報さっぽろ、園内掲示板、町内
会の回覧板、小学校、児童会館、まちづくりセンター
掲示板、ＪＲの掲示板などによる広報活動を実施。

　前回から継続指定のため、引継業務なし

▼　ホームページ、公園掲示板、広報さっぽろ、新聞
折込広告、町内会回覧板などで定期的な情報発信
と内容の充実
▼　地域コミュニティーとの連携
　・周辺地域町内会回覧版
　・まちづくりセンター、JR駅等での掲示
　・近隣小学校、児童会館等への告知、
　・地元の町内会行事等に積極的に参加や協力

３

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼　市民協働・花とみどりの発信事業
①　園芸店「ほしみ花市」
      5月3日～6月30日　　総売上400万円
②　園芸教室
　 ・種まき教室　5月8日（火）　10名参加
　 ・タチアオイの苗植え会＆ハンギングバスケットづくり
　　 6月17日（日）　参加者6名
③  みどりのカーテンづくり
　 ・種まき教室　5月8日（火）　10名参加
　 ・ゴーヤの苗植え　6月17日（日）　6名参加
④  さくら守り隊（桜の維持管理ボランティア団体）
　 ・総会＆お花見会　5月20日（日） 35名参加
　 ・種とり・種まき　6月24日（土〉　30名参加
　 ・剪定、伐採　12月1日（土）　32名参加
　 ・剪定、伐採　2月23日（土）　32名参加
⑤  落葉の堆肥化

９

イベント

▽　利用件数等

６

３

H30実績

５
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札幌市内の業者を
活用し、学校の実
習に協力し、就労
支援にも取り組ん
でいることは評価
できる。

▼　第三者委託業務は市内企業に発注した。
▼　札幌稲穂高等支援学校・小樽高等支援学校から職業訓練を
受け入れている。
▼　就労支援事業を行っているNPO法人労働者協働組合の札
幌手稲地域福祉事業所に清掃業務等を委託している。

札幌稲穂高等支援
学校、小樽高等支援
学校の実習として緑
地内、集草、落葉清
掃など緑地を学習の
場として利用してい
る。生徒から「大変
だったがとても楽し
かった。」と、有意義
な学習をしていただ
いた。

・「バーベキュー広
場」利用者は微増な
がら利用者数が伸
ばす事が出来た。問
合せは多く寄せられ
ているので来年度も
告知方法を検討し、
集客数を増やす努
力をしていきたい。
・「パークゴルフ大
会」は常連の方が多
いが毎年楽しみにし
て頂いている。参加
する方はみなさん、
プレーやマナーのレ
ベルが高く、管理に
役立つ事を色々とア
ドバイスして頂いて
いる。
・「夏祭り」は近隣の
子供たちに楽しみに
して頂いており、花
火大会時も多くの参
加があった。

・「夏の天体観望会」
は約70名の参加が
あり「星のきれいな
星観緑地」の認知度
の向上が伺える。
・「夏の散策会」は子
供の参加があり夏休
みの自由研究の参
考にして頂いてい
る。
・「北海道ディスク
ドックスポーツ大会」
を実施協力。緑地の
利用促進にも寄与。
・「散歩マナー教室」
は近隣のドックト
レーナーを講師に招
き、好評を得てい
る。犬の飼い主同志
のコミュニケーション
によりマナー向上に
つながっている。

▼　市民ｻｰﾋﾞｽ・施設活用・利用促進・利用ﾏﾅｰの向上事業
①　園芸店「ほしみ花市」（園芸植物・資材・野菜の販売・園芸相
談）
　　・5月3日から6月30日
②　バーベキュー広場（テーブルセットの貸出・炭等の販売）
　　・5月5日～5月27日の土日（計8日間）　29セット利用
③　パークゴルフ大会「ほしみカップ」
　　・春の大会　6月23日(土)　45名参加
　　・秋の大会　9月29日(土)　42名参加
④　夏まつり（子ども花火大会・ミニ縁日）
　　・7月27日(金)　約500名参加
⑤　天体観望会「ほしみナイト」
　　・夏の天体観望会　8月6日(月)　約70名参加
　　・秋の天体観望会　10月7日(日)　10名参加
⑥　公園探検＆散策会
　　・夏の散策会　7月30日(日)　14名参加
⑦　ＦＤＳ「ＤｉｓｃＤｏｇＧａｍｅ2018」
　　・北海道ﾃﾞｨｽｸﾄﾞｯｸｽﾎﾟｰﾂ大会への協力
　　　5月6日（日）　第1戦　札幌大会
　　　9月2日（日）　第4戦　札幌大会
⑧　わんちゃんと遊ぼう＆散歩マナー教室
　　10月14日（日）　参加：10頭
⑨　ＡＥＤ講習会
　　11月17日（土）　参加：15名
⑩剪定枝、伐採木の配布
　　10月20日（土）　搬出台数80台
　　11月17日（土）　搬出台数60台
⑪雪の花あかり
　（冬のまちにスノーキャンドルの灯りをともそう！in 星観緑地）
　　1月19日(土)　参加：35名
⑫清涼飲料水販売
　・自販機3台設置

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

9
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

前年度と比較する
と、総合満足度は
低くなっているが、
接遇に関するか満
足度は高くなって
いる。総合維持満
足度及び接遇に関
する満足度はとも
に要求水準を満た
しているが、現状
に満足せず、改善
しようとしている姿
勢は評価できる。
今後はアンケート
で不満と答える方
を無くし、より高い
満足度を利用者に
与えられるよう努
めていただきた
い。

今後も利用者の意
見・要望には適切
に対応すること。

・イベント参加者を対象としたアンケート調査
　（イベント参加者のうち、回答数195名）
・休憩所にアンケートＢＯＸ常設

・イベント参加者へのアンケート結果
　Ｑ１　住まいは？
　　　　手稲区内72％、小樽市内22％、
　　　　その他6％
　Ｑ２　利用頻度は？
　　　　毎日11％、週1・2回17％、月1･2回22％、
　　　　年数回38％、はじめて12％
　Ｑ３　イベントの情報源は？
　　　　町内回覧11％、広報さっぽろ15％、
　　　　公園ＨＰ10％、掲示板33％、知人の紹介
　　　　22％、ＪR星置駅4％、その他5%
　Ｑ４　イベントは？
　　　　大変満足40％　満足36％
　　　　普通22％　不満1％　大変不満1％
　Ｑ５　公園管理状況は？
　　　　大変満足32％　満足44％
　　　　普通24％　不満0％
　Ｑ６　スタッフの対応は？
　　　　大変満足54％　満足38％
　　　　普通8％　不満0％
　Ｑ７　総合満足度は？
　　　　大変満足35％　満足43％
　　　　普通22％　不満0％

・結果、総合満足度は77.7％、接遇に関する満足度
は92.6％だった。

利用者からの意見・要望に関しては業務日報に記載
し、スタッフ内で情報共有を行い早急に処理できるも
のについては迅速に対応をおこなう。
月1回のスタッフミーティングの議題としても取上げ、
検討をおこなう。
重大な案件に関しては苦情処理報告書に記載し分
析、対応策を社内で検討を行い、解決が困難な案件
に関しては札幌市と協議をおこなう。

総合満足度、接遇に
関する満足度ともに
水準以上を達成する
事が出来た。今後も
職員の接遇につい
ては現状に満足する
ことなく教育訓練や
各職員の自助努力
を通じてスキルアッ
プをはかり取組んで
いく。
イベントの大変不満
１％、不満１％を解
消するために分析、
検討をおこない、次
年度からの指定管
理業務に活かす。

意見や要望に迅速
に対応する事ができ
た。今年度は多くの
励ましなどの意見を
頂き、大変感謝をす
ると共に、今後より
一層、スタッフ一丸と
なって利用者からの
意見や要望に関して
真摯に対応をしてい
く。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果概
要
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　説明 指定管理、自主事業両会計で46.7万円の利益、さくら守り隊
30万と次期指定管理会計へ16.7万の還元が出来た。

0法人税等

467 283

14,846 14,846

467 283

▲ 452

収入は計画よりも
下回っているが、
黒字は維持してい
る。今後も適切な
維持管理をし、利
用者の理解を得ら
れる工夫を行うこ
と。

▽　収支

項目 30年度計画

４　収支状況

30年度決算

19,939 19,770

その他 293 293 0

自主事業収入 4,800 4,631 ▲ 169

指定管理業務支出 14,955 14,743 ▲ 212

支出 19,755 19,303

0

利用料金 0 0 0

純利益 0 0 0

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼当社の財務状況などは、堅調だった昨年度に増して、経常利益が
確保される高い収益性、経営状況の活況が続いており、ますます経
営能力、その安定性が向上している。

▼各条例の規定に則り、すべて適切に対応した。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品の調達等）について、暴
力団員や暴力団関係事業者を相手とする契約を行わなかった。

指定管理費

自主事業支出 4,800 4,560

利益還元 184

▲ 240

収入-支出 184

▲ 169

指定管理業務収入 15,139 15,139 0

収入

差（決算-計画）

（千円）

異常気象や大地震
の影響が少なからず
あったにもかかわら
ず花市をはじめとす
る、自主事業の収益
や市民協働による維
持管理作業の費用
の削減で少額では
あるが利益の還元
が出来るまでにこぎ
つけたことは評価で
きる。協力してくだ
さった近隣住民や、
土木センターのス
タッフなど市やその
他の関係者に深く感
謝したい。
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（別紙１）

Ⅲ　総合評価

利用者の意見に耳を傾け、利用者の満足度を高く維持
している点は評価する。今後もより多くの参加者を獲得
するため、効果的な広報活動について検討し、公園の魅
力を広めて、利用者の要望や意見には適切に対応して
ほしい。

上記の所管局評価を参照してください。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

･次年度より「ほしみらいパートナーズ」（市川造園他１社）
として新たに管理、運営をして行く上で以下を重点取組み
項目に掲げる。
・病気の桜や不健康な樹木の健全化に取り組み、緑の質
の向上に努める。
・維持管理及びイベント企画等、すべての業務におて利用
者の安全を第一とした、平等で快適なサービスの提供に
努める。
・日常業務において常に効率的な運営、植物残渣の有効
利用や排出ガスの削減等地球温暖化防止対策の実施を
行う。
・星観緑地の桜の維持管理を地元町内会と協働で行う目
的で結成した「さくら守り隊」の活動を積極的に支援し活
動の輪の拡大に努める。
・広報活動はホームページ、掲示板、町内会回覧や関係
筋への告知･お願い等の充実をはかり公園利用の促進に
努める。
・その他管理運営、接遇、自主事業、利用者満足度、収支
等々今期以上の成果を目指しスタッフ一同一丸となって
円滑な業務を推進する。

施設の維持管理、自主事業とも「無事故無災害」、「ク
レームゼロ」の達成、巡回・清掃の高頻度化、市民協働
の活性、活発な自主事業の展開等で最終年度にも利益
の還元が実現出来、まずまずの結果と言えることを良し
としたい。
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（記載例）

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成２９年度管理業務等の検証

A B C D

指定管理者評価シート

１　施設の概要

事業名

２　指定管理者

○○センター運営管理費 所管課（電話番号）

札幌市○○センター名称

目的

所在地

延床面積 　○○○○　㎡

○○の振興

開設時期

主要施設

昭和○○年○月

事業概要

○○局○○部○○課（211-○○○○）

○区○○条○○丁目

名称

○○年4月1日～○○年3月31日指定期間

一般財団法人○○○○

○○の場の提供と活動支援、○○に関する情報提供、○○に関する相談、施設の使用承認等

1　業務の要求水準達成度

（1）統括管理
業務

項　目
指定管理者
の自己評価

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼　電気、ガス、水道の使用については、節約に努め
た結果、・・・・となった。
▼　・・・・・・は、グリーン購入ガイドライン指定品に切り
替えた。
▼　職員に対し、環境マネジメント研修を年○回（○月
及び○月に）実施した。
▼　札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種帳票
を提出した。

「・・・・・・・・・・・・」という方針を策定し、・・・・・・につい
て、・・・の取組を行った結果、・・・・・・の成果が生まれ
た。

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・。

募集方法

業務の範囲

指定単位

３　評価単位

複数施設を一括評価の場合、その理由：　（単独評価の場合、記載不要）
＜記載例１＞
　管理運営を行う全ての施設がほぼ同一構造であり、同一基準及び同一手法により保守管理・
修繕等を行っているため、各施設単位で評価したとしても差異が全く生じないことから、指定単位
での一括評価としたもの
＜記載例２＞
　指定単位は全区の施設を一括としたものであるが、所在区ごとに地域性を踏まえて、独自の取
組を実施していることから、評価実施にあたっては、各区ごとの評価としたもの

所管局の評価

非公募

非公募の場合、その理由：当センターは札幌市における○○の振興の中核となる施設であり、指
定管理者には○○に関する高度の知識が必要となるとともに、運営管理にあたっては長期的な
視野に立った継続的な事業運営や人材育成が必要であることから、非公募としたもの

施設数：○施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：　（単独指定の場合、記載不要）
＜記載例＞
　当該施設群は同一構造となっていることから、ほぼ全ての保守管理、修繕業務について共通化
することでスケールメリットを活かした経費節減が可能であり、一括管理による効率性が著しいた
め、一括指定としたもの

施設数：○施設

ホール、会議室（○室）、調理室、相談コーナー、駐車場

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・。

施設維持管理業務、○○普及啓発業務、○○に関する市民活動支援業務、○○相談業務、施
設の使用承認に関する業務

実施状況

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

・・・・・・・・・という理念のもと、「・・・・・・・・・・・・」との方
針を策定した。

▽　管理運営に係る基本方針の策定

13



（記載例）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

第１回
○月○日

・・について、第三者に対する委託を行った
が、・・・・・・・が発生したため、仕様書に基づき・・・・・・
した結果、適正な業務遂行が実現した。

▼　関係機関一覧表を作成し、・・・・・の際には案内状
を送付した。

＜協議会メンバー＞

○○町内会会長、○○利用者の会会長、○○大学
教授、札幌市○○課長、○○センター長

第４回
○月○日 ・　翌年度事業計画について

・　業務財務検査について

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自
己評価の実施）

▼　要望・苦情対応についてはマニュアルを作成し、職
員に周知している。
▼　○月○日の札幌市に対する要望は、当該マニュア
ルに基づき、札幌市関係部局にスムーズに引継ぐこと
ができた。

▽　要望・苦情対応

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ご
との区分経理を実施しており、公認会計士による外部
会計監査を導入している。
▼　現金等の取扱いについては、現金取扱規定を整
備しており、・・・・・・・・の取組みを行っている。

・　業務財務検査について

・　苦情対応について

第３回
○月○日

協議・報告内容

・・・・・・については職員からの提案を受け、・・・・・・を
見直し、・・・・・とすることとした。

▼　○月に統括責任者の交代があった。
▼　業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定めた。
▼　仕様書のとおり職員を配置するため、○月に○人
の採用を行った。
▼　当初の研修計画に基づき職員研修を実施した。た
だし、○○研修については業務の都合上、一部実施で
きなかった。
　　なお、研修の理解度を測るため、検査を実施したと
ころ、○○％の理解度であった。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回

▼　運営協議会の開催状況は下表のとおり

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

・　就業規則の改正について

・　セルフモニタリング結果について

第２回
○月○日

・　○○の関する札幌市との協議

・　マニュアルの作成

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　記録、測定のほか、・・・・・・・・・によるセルフモニタ
リングを実施した。

▼　要望、意見については「ご意見データベース」を作
成し、・・・・・・・等に役立てた。

▼　アンケート結果は・・・・に掲示した。
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（記載例）

A B C D

A B C D（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▼　防災計画を策定するとともに、○月に防災訓練を
実施した。

▼　駐車場については、○月○日に事故が発生した
が、札幌市と連携のうえ対応した結果、大事には至ら
なかった。

▽　防災

▼　拾得物取扱いについては・・・・・しており、サービス
向上に努めた。

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・。

▼　○○について、札幌市の承認を得たのち修繕を
行った。

▼　・・・・・・・・・・・・については適切に実施し、仕様書
の水準を達成した。なお、○○は第三者委託により実
施した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼　施設で働く職員に対し、最低賃金○○○円（○年
○月○日発行）を上回る◇◇◇円以上の時給を支給
した。
▼　施設で働く職員に対し、指定管理者の申込時に提
案した収支計画書に記載した最低の時給を上回る◇
◇◇円以上の時給を支給した。
▼　施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及
び深夜業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の割
増賃金を支払った。
▼　○月に就業規則の改正を行い、労働基準監督署
に届け出た。
▼　施設で働く職員は、1週40時間、1日8時間を順守し
た。
▼　施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働させ
る場合は、書面による労使協定（36協定）により必要な
定めをし、労働基準監督署に届け出た。
▼　全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者
を雇用保険に加入させた。
▼　労働者の勤務形態、家族状況等に応じて年金保
険、医療保険に適切に加入させた。また、必要に応じ
て適切に届け出等を行った。
▼　雇入れ時に、健康診断を実施した。
▼　1年に1回定期健康診断を実施した。深夜業に従事
する労働者には、6か月に1回の定期健康診断を実施
した。
▼　労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。
▼　指定管理者の申込時に提出した、ワーク・ライフ・
バランスの取組に関して適切に実施した。
▼　指定管理者の申込時に提出した、ワーク・ライフ・
バランスの取組に新たな取組みを加えて適切に実施し
た。
▼　職員個々が市民サービスの向上、管理経費の縮
減に意欲をもって取り組めるような、○○○な労働環
境を整えた。
▼　第三者委託により実施している業務について、受
託者に当該業務従事者の労働環境に関わる情報提供
を求めた。
▼正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員
から希望者を募り、内部登用試験を実施した。その結
果、非正規職員○○名を正規職員に転換した。

▼　利用者の安全については、・・・・・・・することにより
確保している。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入した。

（2）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・。

仕様書に、再委託業務
の受託者に対して、業
務従事者の労働環境等
の情報提供を求める旨
の定めがある場合は、
その対応状況について
記載すること。（※指定
期間が平成27年度以降
の施設が対象）

非正規職員から正規職
員への転換に係る取組
を行っている場合、積極
的にアピールしてくださ
い。
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（記載例）

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

件数(件)

○○

○○室

○○

（6）付随業務

（4）事業の計
画・実施業務

○○○

○○○

人数(人）

○○○

○○○

○○

○○○

○○○

○○

○○○

○○○

○○

▽　○○に関する学習機会の提供業務

２　自主事業その他

（5）施設利用
に関する業
務

○○

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・。

▽　利用件数等

▼　・・・・・を開催。入場者○○人（計画○○人）

○○○

××室 ○○○

○○○

○○○

▽　○○に関する情報収集及び提供業務

稼働率(％)

人数(人）

件数(件)

稼働率(％)

人数(人）

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
。

▼　・・・・・を○○回実施。受講者○○人（計画○○人）

▼　○○に関する訪問相談を○回実施。相談件数○件

▼　○○相談会を毎週○回実施。相談件数○○件（前
年比○○件増）

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・。

○○

○○○

○○

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
。

▼　○○についての情報収集計画を策定した。

件数(件)

稼働率(％)

○○○

○○年実績○○年計画○○年実績

▼　○○レストラン事業

売上高○○○○千円、利用者○○○人

▽　○○に関する相談業務

▼　○○に関するボランティア新規登録者が○○人と
なった（計画○○人）。

▼　○○の活動を行う市民の交流会を○月に実施。参
加者○○人（計画○○人）

▽　○○に関する市民活動及び交流の支援業務

○○

▼　収集資料について、毎週○回、会議室において市
民に対して展覧した。入場者数○○○人（計画○○○
人）

▽　不承認○件、　取消し○件、　減免○件、　還付○件

▽　引継ぎ業務

▼　施設内に設置している情報誌には、札幌市の施策
にかかる情報も掲載した。

▼ウェブアクセシビリティ取組確認を実施し、○年○月
○日に公開した。
▼　HPをリニューアルしたことにより、閲覧数が○○○
○○○件となった。（前年比○○○○件増）

▽　広報業務

▽　利用促進の取組

▼　・・・・・・の際に、利用を呼びかけた。

○○○

○○○

△△室

○○○

▼　　売店事業

○○○

売上高○○○千円

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼　・・・・・・・の第三者委託は市内企業に発注した。

▼　○○業務には、障がい者を雇用している。

▼　○○製品は、障がい者施設に発注した。

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・。

▽　自主事業

※ウェブアクセシビリ
ティの取組について
は、指定期間の開始
年度が平成30年度以
降の施設が対象となり
ます。
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（記載例）

A B C D

A B C D

▽　利用者アンケートの結果

○○○

結果概
要

利益還元 ○○○○ ○○○○ ○○○

法人税等 ○○○○

▼　その他収入とは、・・・・・・・・に係る収入であ
り、・・・・・・・・・・・・・のため、計画より○○○千円の増となった。

○○○○

▼　利用料金収入は、・・・・・・・・・・・・・・・・・のため、計画より○○
○千円の増となった。

○○○

純利益 ○○○○ ○○○○

▼　自主事業収入は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・のため、計画より○○
○千円の増となった。

来館者○○○人に用紙配布して実施
回答者○○○人

　
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・。

実施方
法

【対応】

・・・・・・・・・・・・・・・するべき。

３　利用者の満足度

・・・・・・・・・・・・・・・した。

４　収支状況

・・・・・・・・・・・・・・・した。

【要望】

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・。

　
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・。

▽　収支

【意見】

○月～○月

【対応】

・・・・・・・・・・・・・・・してほしい。

【要望】

・総合的な満足度は目標○％に対し○％だった・・・。
・接客態度に関する満足度は目標○％に対し○％だっ
た・・。
・利用時間は・・・・・。
・利用料金は・・・・・。
・○○業務については・・・・。
・○○相談業務については・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・してほしい。

○○○利用料金 ○○○○ ○○○○

指定管理費 ○○○○

○○○○

○○○○ ○○○

▼　自主事業支出は、・・・・・・・・・・・・・のため、計画より○○○千
円の増となった。

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・。

○○年度決算

○○○○

その他

収入

○○○○

○○○○ ○○○○

指定管理業務支出

自主事業支出 ○○○○ ○○○○

○○○

項目 差（決算-計画）

▼　指定管理業務支出は、・・・・・・・・・・・・・・のため、計画より○○
○千円の増となった。

○○○

○○○○収入-支出 ○○○○

○○○○

支出

・・・・・・・・・・・・・・・した。

【対応】

○○年度計画

自主事業収入 ○○○○ ○○○○ ○○○

▽　説明

○○○○

▼　収支は差引き○○○円の差額が生じた。

▼　利益還元は、・・・・・・・・・に使用した額である。

（千円）

○○○○

指定管理業務収入

○○○○ ○○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

利益還元については、
自主事業によるものと、
それ以外の余剰金等に
よるものとに分けて、そ
れぞれの金額と内訳を
記載すること。

要求水準が数字で示
されている項目（例：満
足度○○％など）につ
いては、その実施結果
についても数字で明示
すること。
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（記載例）

Ⅲ　総合評価

来年度以降の重点取組事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

【所管局の評価】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

改善指導・指示事項総合評価

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。

▼　情報公開請求が○件あった。

▼　オンブズマンの実地調査に対応した。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

適

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

不適

不適

▽　安定経営能力の維持

適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼　当団体の財務状況等は、・・・・・・・のため、安定経営能力は選
定時より向上している。

仕様書に、「暴力団排
除推進条例の適用につ
いて」の定めがある場
合は、同条例への対応
についての記載を設け
ること。（※指定期間が
平成26年度以降の施
設が対象）

18


